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じたく しゅうへん

⾃宅や周辺
の

きけんど

危険度

じたく げんざい しんたいしんきじゅん み
□⾃宅が現在の新耐震基準を満たしている。

しょうわ ねん いこう けんちく たいしんか こうじ おこな

※昭和56年（1981年）6月1⽇以降に建築されたまたは耐震化⼯事を⾏っている。
しゅうい とうかい おそ けんぞうぶつ ばあい ばしょ はあく べい かんばんとう

□周囲に倒壊の恐れがある建造物がなく、ある場合は場所を把握している。※ブロック塀、看板等

ひなん

避難する
ばしょ

場所

一時避難場所① （避難にかかる時間︓ 分）

一時避難場所② （避難にかかる時間︓ 分）

広域避難場所 （避難にかかる時間︓ 分）
避難所 （避難にかかる時間︓ 分）

ひじょうよう

非常用
も だ ひん

持ち出し品

いんりょうすい ちょうりふよう しょくひん しょっき かみ さら わ ばし
□飲料⽔ □調理不要の⾷品 □⾷器(紙コップ・皿・割り箸など)

けいたい じゅうでんき かいちゅうでんとう
□携帯トイレ □スマートフォン充電器 □懐中電灯・ランタン

かんでんち いるい したぎるい しょうどくえき
□乾電池 □衣類 □下着類 □マスク □アルコール消毒液

たいおんけい じょうびやく きちょうひん
□体温計 □常備薬 □貴重品

ほか ひつよう か た

◎他に必要なものを書き足しましょう

いっとき ひ な ん ば しょ

かぞく うご

わたしと家族の動き
ちいき うご

地域での動き
じかんけいか
時間経過

⾃分や地域に必要な
こうどう か た
⾏動を書き足しましょう

相模原市マスコットキャラクター

さがみん

きんりん きょうりょくたいせい
□近隣と協⼒体制を話し合う

ぼうさいくんれん さんか
□地域の防災訓練に参加する

あんぴ
□近隣の⼈の安否を確認

しょきしょうか きゅうしゅつかつどう
□初期消⽕・救出活動を⾏う

□地域で避難所に避難する

うんえい
□避難所運営に協⼒する

きづか
□近隣の⼈たちの体調を気遣う

ひなんほうほう かくにん
□ペットの避難方法を確認する

の
□エレベーターに乗っている

お
ときはすべてのボタンを押す
うんてんじ どうろ ひだりがわ よ

□運転時は道路の左側に寄せて
ていしゃ
停車する

いんりょうすい しょくりょう すうりょう かくにん
□飲料⽔・⾷料の数量を確認する

さいてい かぶん しゅうかんぶん びちく めやす
※最低３⽇分、できれば１週間分を備蓄。飲料⽔は1⼈1⽇3ℓが目安。
かぐ てんとう らっか ぼうし たいさく

□家具の転倒・落下防⽌対策をする
□非常用持ち出し品をそろえておく

かぞくない さいがいじ れんらくほうほう しゅうごうばしょ
□家族内の災害時の連絡方法や集合場所を確認する
さいがいようでんごん つか かた
□災害用伝言ダイヤル「171」の使い方を確認する

しんぞく れんらくさき
□親族の連絡先を確認する
□避難所・一時避難場所・広域避難場所を確認する

じぶん み まも
まずは⾃分の身を守る

たお らっかぶつ ちゅうい
□倒れてくる家具や落下物に注意する

じょうぶ つくえ した
□丈夫な机の下に避難する

あんぜん ひ しまつ

□家族の安全を確認する □⽕の始末をする
まど あ に みち かくほ

□ドアや窓を開けて逃げ道を確保する
と こ おおごえ そと し

□閉じ込められたときは大声などで外に知らせる
おくがい まど

□屋外ではブロック塀などの倒壊や、窓ガラスの落下に注意する

どうきぼ
□同規模の地震に注意する

お もとせん し
□家を出るときはブレーカーを落とし、ガスの元栓を閉める

かじ み おおごえ
□⽕事を⾒つけたら大声で知らせる

あつ

□地域の集合場所（一時避難場所等）に集まる
いどう さい ちかよ

□移動の際はブロック塀などには近寄らない
か のこ

□避難先を書いたメモを に残す

じたく ざいたくひなん
□⾃宅が安全であれば在宅避難をする

しん ちじんたく ぶんさんひなん
□親せき・知⼈宅などに分散避難する
□災害用伝言ダイヤル「171」やSNSなどで無事を知らせる

しゅうだんせいかつ たいちょうかんり りゅうい
□集団生活のルールを守る □家族の体調管理に留意する

うけつけ
□在宅避難でも⾷料などが必要な場合は、避難所で受付をし

ぶっし う と
て物資を受け取る
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じしん そな

地震に備えよう

ひ な ん じかん ふん

こういき ひ な ん ば しょ
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じゅうみん かた
近隣住⺠の⽅と

かお み かんけいせい
顔の⾒える関係性を

つくりましょう

ひ な ん じょ

いんよう
◇イラスト︓さがみはら防災ガイドブックより引用 令和５年３月作成/相模原市危機管理局危機管理課


